
南三陸町でのワークショップ

南三陸町復興支援「光のカケラプロジェクト」

　第一フェーズとして、東日本大震災の被災地である宮城県南三陸町でワークショップを行い、参加した女性や子ども達に色が
元気とパワーをもたらすことを伝えました。まだ復興途上にある南三陸町の女性達に“色のパワー ”で少しでもハッピーになって
もらいたいと思います。南三陸町での活動は、NPOウィメンズアイとの協働で実現しました。

リーフウォークでのイベント
　第二フェーズとして、2013年5月11・12日にリーフウォーク稲沢にて南三陸町復興支援イベントを開催しました。南三陸町の被災状況の紹
介や南三陸町からゲストを招いての防災についてのトークショー、バイオマスプラスチック繊維を草木染めした素材を使ってのファッションショー
やワークショップなどのお客様参加型のイベントを開催しました。

洋服の端切れ（バイオマス素材）を使い、ポスト
カード、エコバッグを作りました

素材や色について、ECOMACOの代表岡さん
にレクチャーしていただきました

ワークショップでは色によって力を貰うことができ
る、色は人をハッピーにするということが実感でき
ました

ECOMACOの洋服を身にまとい、笑顔の参加者

メイン会場には南三陸町を
襲った津波の高さを印し、
津波の大きさを伝えました 実際に津波に遭ったゲストとのトークセッション

バイオマス素材の端切れでハガキをデコレーションしました

リ デザイン プロジェクトのチャリティ販売
（ユニーブース）

サスティナブルコーヒーの試飲（珈琲工房ひぐちのブース）

P&Gの皆さんと前村会長

P&Gパフューマー（調香師）による香りつ
くりワークショップ

ECOMACOによる洋服の端切れを使った
ワークショップ

　ユニーとサークルKサンクスは、大震災で親を亡くした子ども達が
将来の夢をあきらめずに進学できるよう、「公益財団法人みちのく未
来募金」を通じて2012年より10年間にわたり支援をしていきます。

　2011年3月11日の東日本大震災は大きな被害をもたらしました。ユニーでは発生当初から迅速に災害支援活動を開始し、支援物資や義援
金を届けてきました。現在も被災地では復興事業が行われていますが、失われたものは大きく、まだまだ支援活動が必要です。ユニーでは特に
「子ども達の未来のために」他の企業や団体と協働で、お客様と一緒に支援活動を行っています。

東日本大震災支援

子ども達の進学支援

　お客様の家庭にある、いらなくなった
本やCD、ゲームなどを店舗（アピタ阿
久比店、リーフウォーク稲沢、ラスパ御
嵩、アピタ江南西店、アクアウォーク大
垣、アピタ知立店）で回収、ブックオフ
に引き取ってもらい、買い取り金で東日
本大地震被災地の子ども達に絵本と文
房具を贈りました。

ブックオフとのチャリティーで絵本・文具を寄贈

サービスカウンターでベルマークを回収回収したベルマークとキリンビバレッジ担当者

　リーフウォーク稲沢で、名古屋コミュニ
ケーションアート専門学校の学生達のチャ
リティーコンサートを開き、お客様から寄
せられた募金で被災地の子ども達に文房
具を贈りました。学生達はプロのボーカリ
ストを目指していて、アカペラのゴスペル
は本格的で迫力があり、お客様も聴き
入っていました。クリスマスに心温まるコ
ンサートでした。

学生たちとクリスマスのチャリティーコンサート

　2012年に引き続き、1月10日から2月19日の期間、ユニー全店
のサービスカウンターと事務所で、お客様と従業員からベルマークを
集めました。集まった50万点はベルマーク教育助成財団名古屋事務
所に寄贈し、東日本大地震で被災した子ども達への学用品支援に使
われます。この活動は、キリンビバレッジとの協働で行っています。

ベルマークを集めて被災地の子ども達を支援

寄付された本・CD・ゲームの点数 4,381点
寄付金額 39万5,145円

　花王との協働で、被災地の子ども
達に、絵本613冊（84万3,569円）
を寄贈しました。この企画は、ユニー
とサークルKサンクスの店舗で、1カ
月間にお客様が購入した花王製品の
点数に応じて寄付をしたものです。寄
付先の7カ所の小学校、幼稚園、保
育園から感謝の手紙が届きました。

被災地の子ども達の心に夢と力を！企画

被災地の健康対策、マスクを寄贈

マスクを受け取った仙台の皆さん

クリスマスチャリティーコンサート

絵本を受け取り笑顔を見せる子ども達

　大震災から季節が一巡し、寒さが厳
しい東日本では、風邪やインフルエンザ
予防のためにマスクが必需品です。ユ
ニーは、被災地に使い捨てマスクを約
40万箱寄贈しました。皆さんの健康が
守れたと、多数の方より感謝状をいただ
きました。

家庭で不要になった本、CD、ゲームの
回収

愛の1円玉募金

AJU自立の家　車いすセンター・ピア名古屋
　1982年より旧ユーストアの従業員で続けられてきた「車いすの無料貸
し出し」活動を支援する募金活動を、2009年からはユニーが引き継ぎ
実施しています。2012年度は100万円を寄付しました。また、知的障
がい者授産施設ピア名古屋が多治見市の修道院で収穫したブドウで醸
造したワインを販売し、障がい者自立支援を行っています。

中京地区
関東地区
山静地区
北陸地区
合　　計

10,404,254円
2,151,444円

764,469円
975,355円

14,295,522円
愛の1円玉募金箱と感謝状

UNHCR（国連難民高等弁務官事務所）支援活動

店舗での募金活動

エコ博でピア名古屋のワイン販売AJU車いすセンター

津波の高さ
赤…南三陸町歌津（15.9m）
青…南三陸町志津川（14.7m）

　各店舗の店頭に「愛の募金箱」を設置し、
お客様・お取引先様・従業員から善意の
募金を集めています。集まった募金は、地
域の社会福祉協議会や福祉団体へ寄付し
ています。

ECOMACOによるバイオマス素材のファッションショー

　東日本大震災復興支援として、「光のカケラプロジェクト」を行い
ました。エコロジーブランド「ECOMACO」による未来を担う子ど
もたちの「色育」や「エコ活動」を啓発するプロジェクトに賛同し、
活動を推進しています。
　ユニーでは、①東日本大震災被災地の応援と防災意識の向上　
②色育　③バイオマス素材の紹介の3つを大きなテーマとし取り組みを行いました。また、P&Gとの協働プロジェクトとして、アピタ・ピアゴで
のP&G製品売り上げの1％を活動資金として支援しています。

　世界では多くの人々が内戦や
戦争に巻き込まれていたり、宗教
や人種、政治的な立場が違うと
いった理由で、迫害を受け、生
命の安全をおびやかされていま
す。そのため故郷から逃げ出さ
ざるを得ず、他国に避難した「難
民」、国内の別の地域に避難した
「避難民」が人々が安心できる生
活に戻れるよう支援する活動を行っています。

社会貢献・地域貢献
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